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3 あつい一つめたい 3.48 1.3 
はじめに 4 卑俗なー神聖な 4.26 1.2 
本研究は、我々が自分の体に意識を向けたときに漠然 5 消極的なー積極的な 4.05 1.49 
と感じられる感覚やイメージを、 「身体意識」として捉 6 複雑なー単純江 4.71 1.80 
え、その構造を探索的に捉えようとするものである。既 7 平和的な一好戦的な 2.93 1.6 
に山口(1989)は rSD法による身体イメージの測定」と 8 よいー悪い 3.50 1.61 
して、 SD法質問紙を用いて測定し因子分析を試みてい 9 美しいー醜い 4.10 1.34 
るが、ここではそれを追試し、さらに因子構造を探ろう 10 くもったー晴れた 4.77 1.40 
とするものである。 1 非現実的なー現実的な 4.86 1.47 
12 不快なー快い 4.7 1.35 
方 法 13 きれいー汚い 3.26 1.40 
質問紙は、追試ならびに比較検討のために、山口(198 14 注意深いー不注意な 3.85 1.59 
9)が示した108対の形容語対をものさし(尺度)としたも 15 健康的なー病んだ 2.83 1.52 
のを用いた(本論末の付表参考)。 16 若いー老いた 2.37 1.50 
「日ごろ自分の身体をどのように感じていますか、ど 17 おいしいーまずい 3.26 1.61 
んなイメージで捉えていますか。」という問いに対し、 18 公平なー不公平な 3.46 1.32 
7段階のスケールが設定された108対の形容語対により 19 後ろの前の 4.28 1.47 
評定してもらった。調査対象は専門学校と看護学校の学 20 しらふのー酔った 3.20 1.59 
生15人(男子48人、女子67人〉であり、授業中に集団で 21 興奮したー落着いた 4.23 1.53 
施行した。時間制限は設けずに行ったが、所要時聞は約 2 精彩わないーはつらつとした 4.84 1.46 
20分であった。 23 小さい一大きい 4.28 1.80 
24 重いー軽い 3.31 1.60 
結果と考察 25 しめったーかわいた 4.26 1.4 
各尺度の7段階に1-7の得点を与えて数量化し、平 26 まちがった一正しい 4.54 1.26 
均と標準偏差は表lに示したようになった。 27 平凡なー特殊な 3.24 1.69 
表 1 各尺度の平均と標準偏差
28 浮かれたーまじめな 4.31 1.62 
29 薄い一厚い 4.30 1.43 
尺度 形容語対 平均標準{薩 30 組野なー繊細な 4.23 1.58 
強いー弱い 3.55 1.50 31 否定的なー肯定的な 4.42 1.30 
2 やわらかいーかたい 4.33 1.75 32 なめらカ、なーざらざらした 3.16 1.27 
(1) 
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33 受動的な一能動的な 3.71 1.38 78 本当の うーその 3.25 1.38 
34 速いー遅い 4.34 1.82 79 閉じたー開いた 4.46 1.39 
35 富んだー貧しい 3.93 1.53 80 自律的一協調的 4.32 1.40 
36 ゆるいーきつい 3.69 1.57 81 にごったー澄んだ 4.70 1.33 
37 役立つ一役立たない 3.45 1.58 82 おもしろい一つまらない 3.13 1.53 
38 混乱したー整った 4.00 1.35 83 頼りになるー頼りにならない 3.70 1.57 
39 騒がしいー静かな 3.92 1.58 84 空っぽなー満ちた 4.40 1.58 
40 優れている一劣っている 4.09 1.37 85 親切なー不親切な 3.0 1.18 
41 悲しいーうれしい 4.49 1.60 86 希望的ー絶望的 3.28 1.50 
42 静的なー動的な 4.70 1.50 87 太ったーやせた 3.42 1.82 
43 派手な一地味な 4.22 1.45 8 陰の一陽の 4.56 1.48 
44 長いー短い 3.78 1.57 89 緊張したー弛緩した 3.69 1.30 
45 最後のー費量初の 4.25 1.46 90 しぶといーあっさりした 4.33 1.52 
46 カのないーカのある 4.29 1.58 91 むずかしいーやさしい 4.58 1.45 
47 浮いたー沈んだ 3.62 1.46 92 こわいーこわくない 4.67 1.臼
48 まっすぐなー曲がった 3.73 1.64 93 不安な一安心した 4.44 1.64 
49 楽しい一苦しい 2.84 1.40 94 のんびりしたーエネルギッシュな 3.52 1.87 
50 不潔な一清潔な 5.34 1.29 95 少ないー多い 4.50 1.39 
51 忙しい ひーまな 3.71 1.67 96 意識した一無意識の 3.63 1.52 
52 暗い一明るい 5.20 1.43 97 受け入れられたー拒否された 3.36 1.25 
53 不正直な一正直な 5.13 1.38 98 内のー外の 4.23 1.50 
54 生き生きした一死んだような 2.90 1.47 9 穏やかなー激しい 3.50 1.60 
55 丸みのある一角張った 3.∞ 1.62 100 近代的なー古風な 4.10 1.44 
56 古い一新しい 4.93 1.43 101 細やかな一大胆な 4.39 1.4 
57 あっさりしたーしつこい 3.34 1.53 102 左のー右の 4.43 1.56 
58 深いー浅い 3.72 1.36 103 はりつめたーくつろいだ 4.52 1.37 
59 鈍いー鋭い 3.70 1.75 104 勤勉なー怠惰な 4.28 1.34 
60 激しやすいー冷静な 3.98 1.51 105 下のー上の 4.58 1.46 
61 はっきりしたーぼんやりした 3.76 1.槌 106 狭い一広い 4.83 1.58 
62 危険な一安全な 4.83 1.54 107 ちぢこまったーのびやかな 4.72 1.51 
63 勇敢なーおくびような 4.43 1.54 108 熱したー未熟な 4.37 1.62 
臼 低い一高い 4.17 1.77 
65 濃いー薄い 3.79 1.3 さらに因子分析を行い、各尺度聞の相関係数から主因
66 価値のない一価値のある 4.50 1.63 子解を求め、パリマックス回転により因子を抽出した。
67 もろいー丈夫な 4.60 1.75 ここで山口(1989)は4因子の抽出を行っているが、そ
68 不愉快なー愉快な 4.91 1.39 の内容を見てみると、因子数が適切かどうかの検討が必
69 独立したー依存した 3.93 1.46 要と恩われる。つまり、山口の示した4因子は、第l因
70 近いー遠い 3.72 1.40 子が「評価J、第2因子が「活動 ・秩序感」、第3因子
71 誠実なー不誠実な 3.08 1.23 が「活動 ・俊敏性」、第4因子が「力量」であるが、各
72 安定したー不安定な 3.58 1.60 因子内の尺度には因子負荷量の低いもの(0.3未満〉が散
73 ばかなーりこうな 3.52 1.37 見され、また因子名に収まらない尺度も多い。そこで、
74 すきなーきらいな 3.21 1.53 因子数が少ない可能性や尺度が適切でない可能性も考え
75 新鮮なーくさ った 2.83 1.29 られるため、まず因子数の傑索が必要と思われる。
76 一貫したーぱらぱらの 3.58 1.49 l.因子数のよる寄与率
77 横のー縦の 3.77 1.53 本調査の資料では反復法による主因子解は108因子に
(2 ) 
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もおよび、身体意識の多様性を示すものと恩われるが、
因子ごとの寄与の様子を累積寄与率が50%を超えた8因
子まで見ると表2のようになる。
表2 因子数ごとの寄与と寄与率
F 1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 
23.43 6.87 5.58 4.25 3.6 3.37 3.10 2.90 
22.22 6.51 5.29 4.03 3.47 3.19 2.94 2.75 
22.22 28.73 34.01 38.05 41.52 44.71 47.65 50.39 
やはり 4因子では約34%の寄与率であり、 4因子だけ
では身体意識の意味内容を説明するのに充分でないと思
われる。無論すべてを説明し尽くすことはできないので、
通常は寄与率の急激な減少から見て判断するわけだが、
3因子や4因子では寄与率が低いばかりでなく、各尺度
の因子負荷量および共通性も低く因子抽出が不十分であ
る。しかし因子数があまりに増えることは、因子情造に
帰着させて説明するのに実際的ではない。そこで4因子
から6因子まで、!順次パリマックス回転によって高い負
荷をもっ尺度の梅成を見てゆくことにする。
2. 4因子の場合
108倒の尺度はそれぞれ4つの因子について因子負荷
量をもっているが、第l因子の負荷量が最も高くなって
いる尺度は48個あり、第2因子が高いものは19個、第3
因子が高いものは23個、第4因子が高いものは18{図あり、
それらを因子負荷量が高い)1頃に並べると表3のようにな
る。
表3 4因子で高負荷を示す尺度
尺度 形容語対
F 1 
52 暗い一明るい
74 すきなーきらいな
54 生き生きした一死んだような
75 新鮮なーくさ った
42 静的なー動的な
97 受け入れられたー拒否された
81 にごったー澄んだ
49 楽しいー苦しい
56 古い新しい
68 不愉快なー愉快な
10 くもったー晴れた
2 精彩のないーはつらつとした
71 誠実なー不誠実な
86 希望的一絶望的
-0.80 
0.71 
0.71 
0.70 
-0.69 
0.68 
-0.68 
0.67 
-0.66 
-0.66 
-0.65 
-0.65 
0.65 
0.64 
負荷量
??
??????
????
?
????????????
???
??
??
??
?
? ?
?
??
???
おもしろい一つまらない
不快なー快い
閉じたー開いた
本当の←うその
不潔な一清潔な
ちぢこまった のーびやかな
下の一上の
きれいー汚い
価値のない一価値のある
まちがった一正しい
むずかしいーやさしい
陰の一陽の
不安な一安心した
不正直な一正直な
少ないー多い
親切なー不親切な
空っぽなー満ちた
一貫したーぱらぱらの
狭い一広い
おいしいーまずい
消極的なー積極的な
悲しいーうれしい
後ろの一前の
頼りになる一頼りにならない
最後の 厳ー初の
内の一外の
近代的なー古風な
健康的なー病んだ
複雑なー単純な
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0.62 
-0.62 
-0.61 
0.59 
-0.58 
-0.58 
-0.58 
0.57 
-0.57 
-0.56 
-0.56 
-0.56 
-0.55 
-0.55 
-0.54 
0.52 
-0.51 
0.48 
0.47 
0.47 
-0.44 
-0.44 
-0.43 
0.41 
-0.41 
-0.40 
0.40 
0.39 
-0.36 
1 非現実的なー現実的な ー0.35
64 低い一高い -0.30 
80 自律的一協調的 -0.29 
96 意識したー無意識の 0.27 
102 左のー右の ー0.24
F2 
99 穏やかなー激しい -0.67 
94 のんびりした エーネルギッシュな -0.60 
43 派手な一地味な 0.59 
7 平和的な一好戦的な -0.54 
103 はりつめた くつろいだ 0.54 
57 あっさりしたーしつこい -0.52 
21 興奮した 港着いた 0.49 
36 ゆるいーきつい -0.49 
59 鈍いー鋭い ー0.48
33 受動的な一能動的な -0.45 
(3) 
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61 はっきりしたーぼんやりした 0.45 l 強いー弱い 0.41 
7 横のー縦の -0.44 16 若い一老いた 0.39 
34 速い一遅い 0.42 47 浮いたー沈んだ 0.35 
92 こわいーこわくない 0.38 25 しめったーかわいた 0.34 
51 忙しいーひまな 0.38 70 近いー遠い 0.32 
27 平凡なー特殊な -0.38 23 小さい一大きい -0.30 
65 濃いー薄い 0.36 89 緊張したー弛緩した 0.26 
69 独立したー依存した 0.36 
90 しぶといーあっさりしfこ 0.29 因子負荷量の高い項目を見ると、山口の命名によれば、
F3 第1因子は 「評価」の因子、第2因子は 「活動・俊敏也
28 浮かれたーまじめな 0.63 の因子、第3因子は 「活動・秩序感Jの因子、第4因子
73 』まカョなー りこうな 0.60 は 「力量Jの因子にあてはまるものだろう。 ここで、
39 騒がしいー静かな 0.60 「活動 ・俊敏性」の因子とは、身体が一体となって外界
38 混乱したー整った 0.58 に機能する際の道具的な活動性のことであ り、「活動・
104 勤勉なー怠惰な 一0.57 秩序感Jの因子とは、やや自我コントロールを離れた身
9 美しいー醜い 0.56 体内部の活動性のこととされている。
14 注意深いー不注意な -0.53 山口による結果も今回の結果も、高い負荷量について
37 役立つ一役立たない -0.50 は上記の因子名に収まるが、共に低い負荷量の項目を多
40 優れているー劣っている 0.50 くもち、そこでは必ずしもあてはまりが良いとは言えな
4 卑俗な一神聖な 0.47 い。その意味では大変に似た結果が出たと言えよう。低
8 よい一悪い -0.47 い負荷畳の項目に関しては、尺度そのものが相応しくな
30 粗野なー繊細な 0.45 く負荷量全体が低く共通性に不足するものもあれば、い
18 公平なー不公平な -0.45 くつかの因子に似たような負荷量を示し、 一つの因子に
31 否定的なー肯定的な 0.4 独立して帰着させにくいものもある。前者の場合として
108 熟したー未熟な -0.42 特に、負荷量が0.2のレベルのものが多いのは尺度の不
32 なめらかな ざらざらした -0.41 適切さを物語っている。後者の場合は各因子での負荷は
63 勇敢なーおくびような -0.39 低いが共通性が高くなる。いずれにしても調査のたびに
60 激しやすいー冷静な 0.38 揺れ動き易い尺度であり、それらが多いことからも一つ
58 深いー浅い -0.37 一つの尺度の検討と尺度の選定が必要と思われる。
101 細やかな一大胆な -0.37 また、形容語の性格から因子の特徴を考える際、に次の
4 長いー短い -0.35 ようなことも考えられる。つまり、身体に対する意識の
2 やわらかいーかたい -0.29 働きを、感覚的に捉えるものや感情的に捉えるもの、恩l
20 しらふのー酔った -0.23 考的に捉えるものといった具合に、心の働きと対応させ
F4 てみることも可能かも しれないということである。そこ
5 丸みのある一角張った 0.66 まで明確に分けられないが、例えば、第2因子と第3因
24 重いー軽い 0.52 子を比べると、前者はより感覚的であり価値判断があま
72 安定したー不安定な 0.51 り含まれておらず、後者はより感情的ないし情動的でやj
35 富んだー貧しい 0.49 断機能が含まれた形容語が集まっているとも見れるので
87 太ったーやせた 0.49 はなかろうか。そうした区別が可能だとするなら、 「評
48 まっすぐな一曲がった 0.48 価性」としてくくられていたものにも違いが出てくるこ
62 危険な一安全な -0.47 とも考えられ、さらに、評価についても活動性について
3 あつい一つめたい 0.45 も自我が関与する度合いによって分けることが可能とな
46 カのないーカのある -0.4 るかもしれない。
29 薄い一厚い -0.4 
67 もろいー丈夫奴 -0.43 
(4) 
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3. 5因子の場合 15 健康的なー病んだ 0.44 
同様に各因子で高い負荷量を示す項目ごとに並べたも 9 美しいー醜い 0.43 
のが表4である。 4 卑俗なー神聖な -0.43 
5 消極的なー積極的な -0.42 
表4 5因子で高負荷を示す尺度
最後の一歳初の -0.40 45 
尺度 形容語対 負荷量 25 しめったーかわいた 一0.38
F 1 10 近代的なー古風な 0.38 
52 暗い一明るい -0.76 64 低い高い -0.35 
75 新鮮なーくさった 0.73 98 内のー外の -0.35 
81 にごったー澄んだ -0.72 16 若いー老いた 0.34 
74 すきなーきらいな 0.71 1 非現実的なー現実的な -0.34 
10 くもったー晴れた -0.70 6 複雑なー単純な -0.31 
54 生き生きした一死んだような 0.69 102 左のー右の -0.24 
71 誠実なー不誠実な 0.69 96 意識したー無意識の 0.23 
56 古い一新しい -0.68 F2 
97 受け入れられたー拒否された 0.67 99 穏やかなー激しい 0.67 
2 精彩のないーはつらつとした -0.67 36 ゆるいーきつい -0.60 
13 きれいー汚い 0.67 94 のんびりしたーエネルギッシュな -0.59 
107 ちぢこまったーのびやかな -0.65 77 横のー縦の -0.57 
78 本当のーうその 0.64 57 あっさりしたーしつこい -0.57 
6 価値のない一価値のある -0.63 59 鈍いー鋭い -0.55 
68 不愉快なー愉快な -0.62 103 はりつめたーくつろいだ 0.45 
12 不快なー快い -0.62 7 平和的な好戦的な -0.45 
49 楽しい一苦しい 0.62 58 深いー浅い 0.44 
53 不正直な一正直な 一0.61 43 派手な一地味な 0.42 
50 不潔な一清潔な -0.61 92 こわい←こわくない -0.42 
26 まちがった一正しい -0.61 3 受動的な一能動的な 0.42 
42 静的なー動的な -0.60 34 速いー遅い 0.42 
79 閉じたー闘いた -0.60 61 はっきりしたーぼんやりした 0.41 
105 下のー上の -0.60 108 熟したー未熟な 0.41 
86 希望的一絶望的 0.59 65 濃いー薄い 0.41 
91 むずかしいーやさしい -0.59 90 しぶといーあっさりした 0.40 
93 不安な一安心した -0.58 51 忙しいーひまな 0.37 
85 親切なー不親切な 0.56 27 平凡なー特殊な -0.35 
95 少ないー多い -0.55 F3 
82 おもしろい一つまらない 0.54 28 浮かれたーまじめな 0.68 
17 おいしい まずい 0.54 21 興奮したー落着いた 0.64 
106 狭い一広い -0.53 39 騒がしいー静かな 0.63 
18 公平な←不公平な 0.51 60 激しやすい冷静な 0.63 
84 空っぽなー満ちた -0.51 4 長いー短い -0.36 
79 閉じたー開いた 0.51 80 自律的一協調的 -0.3 
88 陰の一陽の -0.50 20 しらふのー酔った -0.28 
19 後ろの一前の -0.47 F4 
32 なめらかなーざらざらした 0.47 24 重いー軽い 0.66 
83 頼りになる一頼りにならない 0.46 5 丸みのある一角張った 0.65 
(5) 
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81 太ったーやせた 0.60 よりむしろ気分とか情動とか感情的な価値判断が多く含
29 薄い一厚い -0.41 まれた因子という印象を受ける。これだけでは命名が難
46 力のないーカのある -0.42 しいが、成熟度といったことにも関わるような印象であ
23 小さい一大きい -0.41 る。
強いー弱い 0.38 
62 危険な一安全な -0.38 4. 6因子の場合
61 もろい一丈夫な -0.35 同様の6因子の表が表5である。
89 緊張したー弛緩した
F5 
0.32 
表5 6因子で高負荷を示す尺度
40 優れているー劣っている 0.66 尺度 形容語対 負荷量置
104 勤勉なー怠惰な O.侃 F 1 
13 lまかなーりこうな -0φ60 81 にごったー澄んだ -0.14 
8 よいー悪い 0.54 52 暗い一明るい -0.14 
10 近いー速い 0.54 15 新鮮なーくさった 0.14 
41 浮いたー沈んだ 0.53 10 くもったー晴れた -0.11 
14 注意深いー不注意な 0.51 13 きれいー汚い 0.11 
12 安定したー不安定な 0.50 1 誠実なー不誠実な 0.1 
35 富んだー貧しい 0.50 14 すきなーきらいな 0.10 
41 悲しいーうれしい -0.49 56 古い一新しい 一0.10
31 役立つ一役立たない 0.48 2 精彩の江いーはつらつとした -0.69 
101 細やかな一大胆な 0.48 54 生き生きした一死んだような 0.68 
38 混乱したー整った -0.46 91 受け入れられたー拒否された 0.68 
69 独立したー依存した 0.44 18 本当のーうその 0.65 
3 あつい一つめたい 0.43 101 ちぢこまったーのびやかな ~0 . 65 
31 否定的なー肯定的な -0.43 66 価値のないー価値のある -0.65 
30 粗野なー繊細な -0.42 53 不正直な一正直な -0.64 
63 勇敢なーおくびような 0.31 12 不快なー快い -0.64 
2 やわらかいーかたい 0.31 68 不愉快なー愉快な -0.64 
48 まっすぐなー幽がった 0.36 50 不潔な一清潔な -0.64 
26 まちがったー正しい 一0.63
まず各因子で負荷量が0.2レベルのものが減少したこ 49 楽しい一苦しい 0.61 
とがわかる。そのことからも因子数が増えることで説明 105 下のー上の -0.60 
の度合いが良くなっていることが伺える。また各因子を 93 不安な一安心した -0.60 
見ると、第l因子は評価性の因子、第2因子は 「活動性・ 86 希望的一絶望的 0.60 
俊敏性」の因子、第3因子は 「活動 ・秩序感」の因子、 19 閉じたー開いた -0.59 
第4の因子が力量の因子という具合に4因子の場合を引 91 むずかしいーやさしい -0.58 
き継いでおり、しかも尺度群のあてはまり具合が良くなっ 85 親切なー不親切な 0.58 
てきていると恩われる。4因子の湯合に混ざり込んでい 42 静的なー動的な -0.56 
た尺度が抜けて、少しずつながらまとまってきた印象を 1 おいしいーまずい 0.56 
受ける。 18 公平なー不公平な 0.55 
というのもそれまで比較的低い負荷量で、各因子に混 95 少ないー多い -0.53 
在していた項目のうちより感情的ないし情動的な評価の 82 おもしろい一つまらない 0.52 
項目が第5の因子として抽出されてきたからではなかろ 16 一貫したーぱらぱらの 0.52 
うか。第1因子と同じような評価性に関わる因子と思わ 88 陰の一陽の -0.51 
れるが、第1因子がより感覚的なのに対し、感覚という 32 なめらかなーざらざらした 0.51 
(6) 
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106 狭いー広い -0.51 F4 
84 ~つぼなー満ちた -0.50 5 丸みのある一角張った 0.67 
72 安定したー不安定な 0.49 87 太ったーやせた 0.65 
37 役立つ一役立たない 0.49 24 重いー軽い 0.64 
19 後ろの一前の -0.48 29 薄い一厚い -0.59 
9 美しいー醜い 0.48 46 カのないー力のある 0.56 
83 頼りになる一頼りにならない 0.47 1 強いー弱い 0.51 
4 卑俗なー神聖な -0.45 67 もろい一丈夫な -0.49 
消極的なー積極的な -0.41 15 健康的なー病んだ 0.44 
25 しめったーかわいた -0.39 F5 
64 低い一高い -0.38 103 はりつめたーくつろいだ 0.66 
100 近代的なー古風な 0.37 40 優れている一劣っている 0.65 
11 非現実的なー現実的な 一0.37 47 浮いたー沈んだ 0.54 
45 最後のー最初の -0.37 73 ばカ3なーりこうな -0.54 
16 若いー老いた 0.35 70 近い一速い 0.53 
6 複雑なー単純な -0.29 8 よいー悪い 0.52 
102 左のー右の -0.22 14 注意深い一不注意な 0.52 
96 意識したー無意識の 0.21 101 細やかな一大胆な 0.49 
F2 35 富んだー貧しい 0.47 
99 穏やかなー激しい -0.65 3 あつい一つめたい 0.45 
94 のんびりしたーエネルギッシュな -0.61 41 悲しいーうれしい -0.45 
59 鈍い一鋭い -0.56 30 粗野なー繊細な 一0.4
36 ゆるいーきつい -0.55 69 独立したー依存した 0.43 
57 あっさりしたーしつこい -0.54 38 混乱したー整った -0.42 
77 機の一縦の 一0.53 48 まっすぐなー曲がった 0.38 
7 平和的な一好戦的な -0.48 31 否定的なー曾定的な -0.36 
61 はっきりしたーぼんやりした 0.45 62 危険な一安全な -0.36 
58 深いー浅い 0.44 2 やわらかいーかたい 0.36 
108 熱したー未熟な 0.4 F6 
3 受動的な一能動的な 一0.44 89 緊獲したー弛緩した -0.53 
43 派手な一地味な 0.44 63 勇敢な おくびような 0.47 
103 はりつめたーくつろいだ 0.43 4 長いー短い -0.45 
34 速いー遅い 0.43 23 小さい一大きい 0.38 
65 濃いー簿い 0.42 20 しらふのー酔った -0.37 
90 し.Mといーあっさりした 0.41 98 内の一外の 0.35 
27 平凡なー特殊な -0.40 
51 忙しいーひまな 0.39 まず、各因子での低い負荷量のほうを見ると0.2レベ
92 こわいーこわくない 0.38 ルのものが r6;複雑なー単純なJr102;左の.右のJr9p;意
F3 識した 無ー意識の」の3個だけとなり、他の項目の負荷
28 浮かれたーまじめな 0.72 量と比べとりわけ低いことから、おそらく尺度としては
39 騒がしいー静かな 0.69 不適切であることが言えるであろう。ここでは数値とし
60 激しやすいー冷静な 0.63 て示していないが、共通性を調べると低く、そのことか
21 興奮したー港着いた 0.60 らも6因子までの寄与はあまりないことがわかる。こう
80 自律的一協調的 一0.43 した方法で適切でない尺度を削ることも考えられるが、
その点は後で考察する。
(7) 
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各因子を見ると、第1因子は評価の因子、第2の因子
は「活動 ・俊敏性」の因子、第3の因子は「活動・秩序
性」の因子と、ほぼこれまでの傾向を受け継いでいるが、
少しず、つ尺度が絞られるにしたがって因子のニュアンス
が違ってきていることがわかる。つまり、第1の因子で
はより感覚的な評価の印象が増し、 5因子の際に論じた
ように第5の因子と共に評価性であり、かっ感覚的なも
のと感情および情動的なものとの対比で第5因子と対応
しそうなものである。
第2因子の活動性の因子は 「俊敏性Jというよりもむ
しろ外的な活動性の様相を呈してきており、それに対し
て第3の因子は「秩序感」というよりむしろ内的な活動
性の様相に絞られてきた感じである。しかしあまりに絞
られたために尺度数が少なくなり、因子として独立でき
るのか不確かになりつつある。 4因子の場合からの変化
を見ると、第3の因子の尺度が第5の因子に移った感じ
もする。つまり、身体内部に感じ られた動きが情動とか
気分とか成熟感につながっていった可能性があるかもし
れない。第2因子に多く見られるような外的な活動性は
外的であるがゆえに外から量的に評価されるようなもの
であるのに対し、第3因子の活動性はより主観的で質的
なものとも言えるであろうか。
さらに、 4因子、 5因子の場合の第4因子であった力
貫性の因子が今回は第4因子と第6因子に分かれたと思わ
れる。ここでは明確に分かれたとはいえなく、混在して
いる印象が強いが、力量性とはpotencyのことであり、
潜在性とされることもあり、身体との関係でいえば体力
という構造面とも関係すると恩われる。力量感とともに
構造的な大きさや質感とも関係してくるかもしれない。
いずれにしても 6因子まで来ると、評価性は第l因子と
第5因子に分かれ、活動性は第2因子と第3因子に分か
れ、力量性は第4因子と第6因子に分かれたと考えられ
ょう。
おわりにかえて
以上のように、多少因子数を増やして探索的に調べて
みると身体意識の構造にやや明確さと奥行が出てきたと
恩われる。つまり基本的に言われている因子構造である
評価(EVALUATION)・活動(ACTIVITY)・力量
(POTENCY )が明確になると同時に、その各々が二面
的な方向をもっている可能性が示唆できたと思われる。
それは感覚と感情といった心的機能に対応する側面であ
り、内と外という方向性であり、量と質という視点でも
あった。
しかし、それらの関係はここではなお明確に論じてい
ない。というのも、まだ尺度の適切さの問題が残ってい
るからである。一つ一つの尺度の評価はその正規性、共
通性、因子負荷量、独立性などを総合して考慮する必要
があるからで、今後の課題としたい。 108個の尺度の中
で因子清造を探索的に探り、因子数を決定した後に上記
の評価項目から、因子数に合わせて尺度を選定して行く
のが今後の手続きになる。その上で身体意識を巡る感覚
と感情、内と外、量と質といった交錯する両価性を論じ
ることが可能になると恩われる。
文献
1 )小野因子:身体意識について京大教宵学部紀要
33 171-181 1987 
2) 山口索子 :SD法による身体イメージの測定心理
臨床学研究 6-2 50-59 1989 
3)岩原信九郎:教育と心理のための推計学日本文化
科学社 1965
4)岩下豊彦 :SD法によるイメ ージの測定川島曾庖
1983 
(平成3年10月1日受理)
Summary 
This study examined Body senses in the normal 115 students. They were asked to rate their Body 
senses of 108 semantic differential scales (YAMAGUTI 1989). The data was gradualy analyzed 
into 4-6 factors and discussed on evaluation， activity， potency. 80 that each factor has two phases， 
fOT example， sense-emotion， inner-outer， quantity-quality. 
(8) 
「日頃自分の身体をどのように感じていますか、
どんなイメージで捉えていますか。J
以下の形容語のものさしを使い、どちらの形容語にど
の程度あてはまるかをチェックして下さい。飛ばしたり、
付け落としのないように順番にして下さい。あなたの第
一印象や直観的な・感じ'で即座につけて下さい。深
〈考えず気軽にして下さい。
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強いー弱い
やわらかいーかたい
あつい一つめたい
卑俗なー神聖な
消極的なー積極的な
複雑なー単純な
平和的な 好戦的な
よいー惑い
美しいー醜い
くもったー晴れた
非現実的なー現実的な
不快なー快い
きれいー汚い
注意深いー不注意な
健康的なー病んだ
若いー老いた
おいしいーまずい
公平なー不公平な
後ろのー前の
しらふのー酔った
興奮したー落着いた
精彩のないーはつらつとした
小さい一大きい
重いー軽い
しめったーかわいた
まちがった一正しい
平凡なー特殊な
浮かれたーまじめな
薄い一厚い
粗野なー繊細な
否定的なー肯定的な
なめらかなーざらざらした
受動的な一能動的な
速い遅い
富んだー貧しい
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ゆるいーきつい
役立つ一役立たない
混乱したー整った
騒がしい 静かな
優れているー劣っている
悲しいーうれしい
静的なー動的な
派手な一地味な
長い一短い
最後のー最初の
カのないーカのある
浮いたー沈んだ
まっすぐな一曲がった
楽しい一苦しい
不潔な一清潔な
忙しいーひまな
暗い一明るい
不正直な一正直な
生き生きした一死んだような
丸みのある一角張った
古い一新しい
あっさりしたーしつこい
深い一浅い
鈍いー鋭い
激しやすいー冷静な
はっき りしたーぼんやりした
危険なー安全な
勇敢なーおくびような
低い一高い
濃いー薄い
価値のない一価値のある
もろいー丈夫な
不愉快なー愉快な
独立したー依存した
近いー速い
誠実なー不誠実な
安定したー不安定江
ばかなーりこうな
すきなーきらいな
新鮮なーくさった
一貫したーぱらぱらの
横のー縦の
本当の うー その
閉じたー開いた
自律的ー協調的
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81 にごったー澄んだ
82 おもしろい一つまらない
出 頼りになるー頼りにならない
84 空っぽなー満ちた
85 親切なー不親切な
86 希望的一絶望的
87 太ったーやせた
朗 陰の一陽の
89 緊張したー弛緩した
90 し.Mといーあっさりした
91 むずかしいーやさしい
92 こわいーこわくない
93 不安な一安心した
94 のんびりしたーエネルギッシュな
95 少ないー多い
96 意識した一無意識の
97 受け入れられたー拒否された
98 内の一外の
99 穏やかなー激しい
100 近代的なー古風な
101 細やかな一大胆な
102 友の一省の
103 はりつめたーくつろいだ
104 動勉なー怠惰な
105 下のー上の
106 狭い一広い
107 ちぢこまったーのびやかな
108 熟したー未熟な
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